
歴史地震研究会2014年度　第5回幹事会議事録
日時：2015年7月6日（月）17：10～20：15
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林　豊、内田篤貴、植村善博、石辺岳男、
金田平太郎（以上、幹事）、新谷勝行（行事委員）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）、
岡村健太郎（会員）
１．入退会者の承認

　内田財政委員長から、長谷川雄高氏・阿部崇氏・谷川亘氏・内田淳一氏・加藤茂弘氏・
坂本尚生氏・宮脇昌弘氏・佐々木哲朗氏・吉川武憲氏の入会申請と、久野通也氏の退会申請について報告があった．以上の9名の入会と1名の退会を承認し、会員数は304名になった．
２．功績賞選考委員会の報告
　林総務委員長から、功績賞選考委員会で本年度の授賞候補者1名を内定したことが報告された．授賞式は大会中に行う予定．
３．歴史地震の発行について
　金田編集出版委員長から、以下のとおり報告があった．

・『歴史地震』30号の編集状況の報告があった．投稿18編(うち1編は訂正)のうち受理済みが14件、修正中1件、却下・取り下げが3件である．
・7月10日頃に入稿し、7月末に発送する予定である．
・アンケートに対して回答がなかった寄贈先に対して、寄贈停止を通知する文を作成した．
　報告を受けて、以下のとおり承認した．
　寄贈停止の通知を受けた機関からの再寄贈の希望があると考え、また、新会員分、その他説明等に使用する分、バックナンバー販売用も見込んで500部を発行する．
４．2015年大会について
　小松原副会長・行事委員から、2015年大会のプログラムについて報告があった．
・口頭43件、ポスター14件と発表数が多い．1日目に研究発表会と懇親会、2日目に研究発表会・公開講演会・総会、3日目に巡検のプログラム．
　新谷行事委員から、2015年大会の準備状況と今後の予定について報告があった．
・京丹後市および京丹後市教育委員会との共催の手続が完了した．
・公開講演会は京丹後市教育委員会の第2回京丹後市文化財セミナーを兼ねて実施とする．
・今後の広報の機会は、京丹後市の7月後半の定例記者会見、8月25日発行の京丹後市広報お知らせ版への掲載などである．
・公開講演会では、松井敬代氏（豊岡市教育委員会）に講演を依頼する文書が必要．
・巡検にはすでに30名以上の申し込みがあるので、バス2台で2班に分かれて見学する．
・会場では、ごみは利用者が持ち帰るのが基本．

以上の報告を受け、大会の準備・運営に関して、次のとおり決定した．
・京丹後市民の大会参加費は会員と同額（ただし、予稿集を必要としない人は無料）とし、報道関係者も同額とする。
・発表会場のレイアウト案．受付、マイク係、PC係などの人の配置案．
・口頭発表のためのPCはWindowsとMacintoshの各1台を研究会で用意する．発表者には、事前にPowerPointのスライドを提出してもらうようにする．
・ポスター発表の件数が多いため、廊下に置くパネルを幅1.2mのものから0.9mのものに変更する．発表者にはパネルサイズの変更について連絡する．
・研究会所有の備品・消耗品を点検して、必要な物品が欠けていないかを確かめる．
・原稿の収集後、要旨集および巡検資料を印刷する．
・懇親会後の送迎は必要になりそうなので、参加者の宿泊地を把握しておくのがよい．
５．広報について

　石辺広報委員長から、以下の通り報告があった．
・ホームページについて、歴史地震研究会のお知らせの掲載、講演要旨の標準形式ファイルの掲載、幹事会議事録の掲載、バックナンバーの在庫情報などの更新をした．
・mushaメーリングリストに1名を新規登録した．
・京丹後大会のプログラムは、大会案内を送った11学協会のうち、ホームページやメーリングリストなどの媒体を持つ6学協会を通じて周知した．
６．会則について
　林総務幹事から、役員の任期について以下の提案があった．
・役員・委員への就任について、職場の許可を必要とする会員も多く、総会直後に手続きを開始しても1か月以上を要する場合もある．従って、総会の場で選出または指名された会員が、即日就任する前提で研究会を運営することは現実的ではない．
・役員の任期を会則に定めるように総会に改正を諮ってはどうか．
提案を受けて議論し、次の方針を決めた．
・各役員の任期を11～10月と会則を改正することを総会に諮る．ただし、現役員・委員の委嘱期間は9月末までで各職場の許可を得ているので、この改正条文案は次回の幹事会で決める．
７．2016年大会について

　岡村会員から、以下の提案があった．

・2016年大会を岩手県大槌町で開催する可能性について検討した．
・1日目午後から大会を開催し、2日目に研究発表会・公開講演会・総会、3日目巡検とするスケジュールを想定し、会場を釜石市・大槌町吉里吉里のいずれかとした場合、都内からの大会参加に要する交通費・宿泊費・宴会代は大差がない．
提案を受けて議論し、次の方針を決めた．

・大槌町では工事関係者が長期宿泊しているなど、参加者の宿泊に適した施設がほとんどなく、手間を考えると旅行代理店を通じてまとめて手配・参加者情報の管理をしてもらうのが現実的．
８．次回の幹事会
2015年9月11日（金）17時00分からを予定．

